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今臥 Fu s oba cte ri um n u Cle at um の 培養上 清か ら得 られ た 抽出物質 に対 す る抗腫瘍活性 に つ い て 研
究した ． 抽 出物質は， エ タ ノ ー ル 沈殿， 等電点沈殿， 蛋白分解酵素処理 に より 得られ た 沈殿分画 と して 実
験に 供 した． そ の結果， 培養上 清 に 60％ エ タ ノ ー ル を添加 し， 得 られ た エ タ ノ ー ル 分画 は， 工C R系 マ ウス
の Ehrlich癌細胞の腹水癌， 固型癌， ま た Sar c o m a1 80細胞の固型癌に 対 して 明ら か な抗腫瘍活性 を示 し
た． エ タ ノ ー ル 分画 を pH 4．0 に 調整し， 得ら れ た pH 4．0沈殿分画は， E hrlich 腹水痛 に 対 して 明ら か な抗
腫瘍活性が見られ た ． さ らに ， pH 4．0分画 をプ ロ ナ
ー ゼ処理 し， 遊離核酸除去私 限外炉過 をお こ な っ た ．
その プ ロ ナ ー ゼ処理 分画くT F T－3101 を E hrlich 癌お よ び Sa r c o m a180 の腹水癌， 固型癌 に 対 して作用さ
せ た と こ ろ， さ ら に 強い 抗腫瘍活性が得 られ た ． また ， 他 の分画 に つ い て も検討 した． 癌細胞移植後， 4
句 8週間の 観察で は， TノC く％フ で比較 す ると ， 対照群に 対 して治療群で は， 131％ 句 188％を示 した． こ
の よう な惰性 を持 つ 物質の問題点や抗腫瘍物質の 本態 に つ い て も考察 した ．
Key w ords Antitu m or activity， Gr a m－ n egativ e a n a er obes， F n u cle atum ．
微生物に よ る抗腰瘍性．制癌作用 につ い て の 研究は ，
従来 か ら多数 み られ るが ， そ の大部分 は好気性菌 に よ
る報告で あ り ト 川 ， 嫌気性薗に よ る抗腫瘍性 の研究 は，
C わぶわゼd 由1いお よび d 乃戊e 和占fc Coり朋 eみ戊Cねガ祝 椚
1 2Iを除
い て は皆無で あ る．
口腔内常在菌 である 爪 睨 血 血 抑 加乃 紹 鋸 血 血 仰 の
培養上浦液中に 抗腫瘍活性 を見い 出 し， タン捌 捉克血お 椚
E Ot31株 の培養上清液中か ら， 抗腫瘍物質の 抽出を試
み た． 抽出時 の 各段階 に お ける 抽出物質 に つ い て ，
Ehrlich癌細胞 お よ び Sa rc o m a180細胞 の担癌 マ ウ




使用菌株 は， 白板症 を 有 し た 患者 の 口 腔 内 か ら 分
離 ． 固定 し， 金沢大学医学部歯科 口 腔外科学教室保存
菌株と した 且 刀祝CJe戊ね一肌 E O－31 株 を実験 に 供 した．
工工
． 培養上 清吉夜の 調整
且 乃鋸Cねdと鋸研 K O－31株 を T F培地 川 ． 15mlの 中試
験管 で 37
0
C．48時間培養後， T F培地－15 ml の中試験
管 で 37
0
C．24時間培養 し， T F血液寒天平板培地 に塗
抹 した ． 塗沫後， 37
0
C ． 48時間培養 し， T F培地 ． 15
mlの 中試験管 に 釣薗後， 37
0
C．48時間培養 した． さ ら
に ， その 後， 10 0ml容量 の カ ル チ ャ ー ボ トル に作製し
た T F培地 100ml で 37
0
C ． 24時間前培養 した 菌液を
2，000ml容 量 の 培養瓶 に 作成 した T F培地2，000 ml
中に移植 し，370C．48時間本培養 した ． 本培養後， 無菌
的に 4，500X g．20分間冷却遠心 し， 培養上 清液と菌体
に 分離 し， 実験 に 供 した ．
m ． エ タ ノ ー ル 分 画 の 調整
冷却遠心後の 上 帝液 に ， エ タ ノ ー ル 濃度が 60％と な
るよ う に し， 授拝後， 4
0
C 下で 一 夜静置 し た． 静置後，
無菌的に 10，000X g ． 20分間冷却遠心 し， 得られ た沈
殿物に エ チ ル エ ー テ ル を加 え， 乾燥 し， エ タ ノ ー ル 分
画と して実験 に 供 した．
Antit um Or a Ctivity of E bs obacie riu m nucle atu m K O－31 strain ． Eozo W ata n abe， Depart．
m e ntof Dento－ Or alSu rgeryくDire cto r ニProf． Ken z oTa m aiJ， Scho ol of m edicin e， Ka n aza w a
Univ ersity．
F
． n u cle atu m の 抗腫瘍活性 に 関す る研究
肌 等電 点法 に よ る抗腫瘍物質の 抽出
エ タ ノ ー ル 分画 に P B Sくpho sphatebuffers olutio n，
p王i 7．0う500 ml を加え ， 1 規定の 水酸化ナ トリ ウム 酒
液 で pH を 8■0 と し た後， 4
0
C下 で 一 夜 静 置 し，
4，500Xg．20 分間冷却遠心し， 得ら れ た沈殿物に PB S
150ml を加 え， pH 8．0 の 沈殿分画と し実験 に 供 した ．
一 方， 分離した 上 清掛 こ 10規定の 塩酸 を加え， pH
を8．0か ら 6．0 に 調整後， 4
0
C下 に て 再び 一 夜静置後，
同様に 4，500X g．20分間冷却遠心 した． 得 ら れ た沈殿
物に P B S 150ml を加 え， これ を pH 6．0の 沈殿分画と
して実験に 供 した ．
同様 に し て， pH 4．0の 沈殿物 お よ び pH 2．0 の 沈殿
物を作成 し， 各々 の 沈殿分画を実験 に供 した．
V ． プ ロ ナ ー ゼ 処理 に よ る抗腫 瘍物質の 抽出
pH 処理 後の pH 4．0 沈殿分画 に P B SくpH 7．O1 200
ml を加 え， 1境定の 水酸化 ナ トリ ウ ム 溶液に て pH を
8．0 に 調整後， プ ロ ナ ー ゼ くプ ロ ナ ー ゼ E， 科研化学，





C ．24時間処理後， 再び 10，000X g ．20分間冷
却遠心 し， 得 られ た上 浦液成分に エ タ ノ ー ル を加 え，
その エ タ ノ ー ル 濃度が 60％と な る よ う に し た． 再 び
10，000X g． 20分 間遠心－し， 得られ た 沈殿物 に 再留水 を
加え， Cl イ オン型イ オ ン交換樹脂 カ ラ ム Do w exI X
4 を使用 し， 核酸の 除去 をお こ な っ た ． さ ら に 限外炉
過膜 くU K 50， 東洋折紙， 東京ン を使用 し， 加圧 炉過
をお こ な っ た ． そ の 後 0．2ノ上 の ミ リ ポ ア フ ィ ル タ ー
く東洋折紙， 東京フを用 い て 無菌炉過後， 凍結乾燥し，
実験 に 供し た． 得 られ た物質を T F T－310と命名 した．
Vl
．
E hrlicb 癌細胞お よ ぴSa rc o m a180細胞の 調
整
7 日目 ごと に ， 生後 4 過 の 工CR 系 マ ウスく18へ 20gう
で 継代培棄 し た Ehrlich癌細胞 お よ び Sa r c o m a180
細胞を無菌的に 採取 した． 白血 球算定基準 に した が っ
てその細胞数を算定し， 適量の 滅菌生理食塩水 を加 え， 約
106c ellsノmlの細胞浮遊液と し て， 各実験 に 供 した．
VIT． 担癌 マ ウス の 調 整
腹水癌実験の 場合 は， 生 後5退く20句 22glの 工C R系
マ ウ ス の 腹腔内に ， 至 適細胞数 に 調整 し た E hrlich癌
細胞 また は Sa r c o ma 180細胞の 浮遊液0．5 ml を移植
した
，
48 時間経過後， 調整 した それ ぞ れ の 生 成物 の 懸
濁液0．5 ml を腹腔内 に 投与 した
．
固型 癌の 場合は ， 生後 6週 く25へ 30gう の 1 C R系マ
ウス を使用 し た． マ ウ ス の 背部 を電動式 バ リカ ン に て
剃毛 し， ヒ ビ テ ン ア ル コ ー ル に て 消毒後， マ ウス の 皮
下に 適量 の 細胞数 に 調整 し た Ehrlich癌 細胞 ま た は
Sar co m a180細胞の 浮遊液0．2 mlを移植 した ． 48時
間経過後， マ ウス の 前肢上腕 二 頭筋部 に 調 整 した それ
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ぞれ の 生成物の 懸濁液0．2 mlを投与 した．
Ym． 抗腫瘍活 性の 判定
各実験群に お い て ， 腹水癌の場合は， 30へ 35日間の
マ ウ ス の 生存匹 数 を観察 し， 実験癌細胞を移植 した 日
よ り以 後の マ ウ ス の 生存 日数に て抗腫 瘍効果 を判定す
る こ とと し， 実験群 の平均生存 日数くTlと対照群 の平
均生存 日数くCうの 比 ， すな わ ち TノCxlOOに よ っ て抗
腫瘍効果を判定 した ．
固型 癌の 場合 は， 5 へ 8週 間の マ ウ ス の生存 を観察
し， 抗腫瘍活性 を判定した． また ， 背部に 形成 した 固
型癌の 腫瘍 の 大き さ こ 長径くm ml と短径くm ml を 一
定期間 ごと に 測定す る こ と に よ り，腫瘍重量 を算定し，
抗腫 瘍活性 を判定 した
．
腫瘍重患は， 次の式 に した が っ
腰瘍重量くm gうこ
墜啄鱒郵 m吋 X 印 蜘
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成 績
I ． F． nu cle atu m E O－31株 の 培 養 上 清液 エ タ
ノ ー ル 分 画 の 抗腫瘍活性
1 ． E hrlich腹 水癌 へ の作用
IC R系 の マ ウ ス に 調整 し た Ehrlich癌細胞 5．OX
lO6c ellslm o u seを腹腔内に 移植し た． エ タノ ー ル 分画
を マ ウ ス 当た り 0．5， 1．0， 2．0， 3．Om gノm o u seの 4段
階 に つ い て ，それ ぞ れ を0．5mlの 滅菌生理食塩水に懸濁
し， 移植 48時間後 より 1 日 1 臥 7 日間連続腹腔内に
投与 し， 抗腰 瘍活性 を検討 した．
実験群は 1群 10匹 を使用 した．
この結果， 表1に 示す ごとく， 滅菌生理食塩水を投与 し
た対照群の マ ウ ス は， 11 日目よ り22日目ま で の 間に
全て 腫 瘍死 し， そ の 平均生存日数は， 14．6 士3．3日 で
あ っ た ． これ に 対 して， 0．5 mglm o u se投与群で は， 8
日目よ り マ ウ ス の 腫瘍死 を認め， 25日目で全て の マ ウ
ス ほ腫瘍死 し， 対照群 の それ と類似し た成績で 平均生
存日数も 15．8士5 －3日 で あ っ た ． 1．Om glm o u se投与
群で は， マ ウ ス の 腫瘍死 は対照 群の それ に 類似 し， 平
均生存 日数 も 17．0士5．7 日 であ っ た ． 2．O mglm o u s e
投与群で は， マ ウス の 生存日数が 31 日目まで 認め， 平
均生存日数は 23－6士6．9 日， また 3．Om gIm o u se投与
群の マ ウス の 平均生存 日数は， 24．7士5．3 日 であ っ た ．
この 成績 は， マ ウス 当 たり の 投与量が増加す る に し た
が っ て ， 平均生存日数も延長 する成績で あ っ た ． また
TIC く％1 は， 0．5 m glm o u se投与群 で 108．2％， 1．O
m glm o u se投与群で 116．4％と抗腫瘍活性は認 め られ
な か っ た ． しか し， 2．O mglm o u se投与群 で 161．6％，
3．O m glm ou se投与群 で 169．2％と い う 著 しい 抗腫
活性が認 め られ た ．
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2 ． Ehrlich 同型癌 へ の作用
以 上 の 実験結果 よ り， Ehrlich 癌 の 腹水癌 に 対 し て
著 しい 抗腫瘍活性が認め られ たた め， 次い で Ebrlicb
癌の 囲型癌に つ い て 抗腫 瘍活性を検討 した ．
本実験 に は 1群 10匹 で検討 した ．
先の 実験で ， マ ウス 当た りの 投与量を増加す る に し
た が っ て， TノC く％1 が高 く な る成績 で あ っ たた め ，
マ ウ ス 当た り の 投与量 を3．O m glm o u s eと 5 ．O m gl
m o u seの 2群 に つ い て検討 し た．
マ ウ ス の 背 部皮下 に E hrlich癌細胞8．OXlO6cellsl
m o u s eを移惜し， 48時間経過後よ り， 滅菌生理食塩水に 懸
濁 した エ タ ノ ー ル 分画 の 0．2 ml を担癌 マ ウ ス の 前肢
上 腕 二 頭筋に ， 1 日 1 回連続 7 日間投与 した ． そ の 後，
8週目の マ ウ ス の 生存 匹数の観察 を も っ て ， 抗腫瘍活
性の判定 をお こ な っ た ．
こ の 精粗 表2に示す ごと く， 滅菌生 理食塩水を投与 し
た 対照群 は， 3週目よ り腫瘍死を認 め， 6過日で す べ
て の マ ウ ス は 腫瘍死 した．
一 方 ，3．O m glm o u se投与群で は， 4週目 よ り マ ウ ス
の 腫瘍死 を認め た が， 8過日で は 3匹 の マ ウ ス の 生存
が 見 られ た．
さ ら に ，5．O m gノm o u se投与群 では ， 5週目よ りマ ウ
ス の 腰 瘍死 をみ た も の の ， 8週目 で 5 匹の マ ウ ス の 生
存 を認 め た． こ の う ち 1匹 の マ ウ ス で は， 背部 に 移植
さ れ た腫瘍 は消失し， 完全治癒 を示 した ．
以上 の 実験成績 よ り， エ タ ノ ー ル 分画に は， Ehrlich
癌 の 固型 癌の 実験に お い ても 著 しい 抗腫 瘍活性 を認め
た た め， さ ら に 固型癌 の 腫瘍重量を測定す る こ とに よ
り ， 抗腫瘍活性の 効果判定 をお こ な っ た ．
使用 した マ ウ ス は， 1群 を 10 匹 と し て実験した
．
前回 の 実験成績で ， 5．O m glm o u s e投与群が 抗腫瘍
活性を示 したた め， 今回 の 実験 で は，5．O mglm o u s e投
与 群に つ い ての み腫瘍重量 を測定 した．
E hrlich癌 細胞 7．OXlO6c ellslm o u seを マ ウ ス の 背
部皮下 に 移植後， 48時間後よ り エ タ ノ ー ル 分 画の 懸濁
液 0．2 ml を 1日 1 回， 7 日間連続 マ ウ ス の 前肢上 腕二
頭筋部に 投与 し た． 癌細胞移植後， 2， 3， 4 ， 6週
目 の 腫瘍重量 を測定したと こ ろ， 滅菌生理食塩水 を投与し
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Table2． Antitu m o r activity ofethanol fra ctio nprepa redfro mthe c ultu re s upe r n at nt of
F nu cleatu m strain KO－3l on s olidty pe tu m o r of E hrlich c a r cin o m a c ellsin mic e．
Etha n ol fr a ctio nal Nu mber of
くm gノm o u s el mic e u sed
Nu mber of su rviv o rs after




































aJEa ch prepa ratio n w a sgiYe nintrqm u sc ularlyinto m 捕 C ulw bic epsb771 n Chiie v erydayfor7
days after s ubc uta n e o u sln O C ulatlO n Of 8．OxlO
6
c ells舟ュo u s e．
F． n u cle atu m の 抗腫瘍活性に 関 す る研究
た対照群で は， 3過日 よ ウ マ ウス の 腫 瘍死 を認 め， 4
週目 で は2 匹の マ ウ ス の 生 存の み認 め られ た た め， こ
の 2匹 に つ い て 腫 瘍重 量 を測定し た．
この 結果， 図 1 に示 す ごと く ， 対照 群の マ ウ ス の 腰
瘍重量 は， 3 週目で 約 2．5X lO4m g で あ り， 4週目 で は
約7．5XlO4mg と腫 瘍重 量 の 増加が 著 し い 成績 であ っ
た． こ れ に 対 して， 5 ．O m gノm ou se 投与群 で は， マ ウス
の 腫瘍形成 の 抑制が み られ ， 4 週目 で 約 1．OX lO4m g，
6過日で は変化が な か っ た ． 対照 群と 処置群 と の 間に
は， 明ら か な有意差が認 めら れ た．
図2 は， 本実験経過中の 3週目の マ ウス の 状態 を示
して い る が， 対照群 と 5．Om glm o u s e投与群 と で は ，
明らか に 腫瘍の 大き さの 羞が認 め られ た ． 対照群の マ
ウ ス は ， 背部全体が腫瘍 で お お わ れ ， マ ウ ス の 毛 並 み
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Me eks afte r s． c ． in o cula tio n of Ehrlich c a r cino m a c ells
Fig－1． Pe riodic alcha nge s of solid Ehrlich tu m o r
W eightin mic e afte rdaily tr e atm e ntsfo r7 days
with etha nol fr a ctio n pr epa r ed fr o m c ultu re
Supe rn at nt of F n u cle atu m K O－31 str ain．
Cu r v eく砂1， the growth of tu m o rin u ntr e ated
CO ntr Oli Cu r v eく国l， the tu m o rgr o wth in the
tre ated gr o upくintr a m u sc ula radministr atio nwith
5 m g ofthefr a ctio nfro m48 hrs afte rtu m o r c ells
in o c ulatio nJ．
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与群の マ ウ ス で は， 腫瘍 は縮小 し， 毛 並 みの 状 態も良
好 であ っ た ．
3 ． Sa rc o m a180固型癌 へ の 作用
以 上 の 実験成腐 よ り エ タ ノ ー ル 分 画は， Ehrlich 痛
の 腹水癌お よ び固型癌 に つ い て著 しい 抗腫瘍活性 を認
め たた め， 次い で Sarc o m a180 の固型 癌 に つ い て実験
を すす め た
．
I C R系 マ ウス く6過lの 背部皮下に Sa rc o m a180細
胞の 6，OXlO6c ells m o u s eを移植 し， 48時間後 よ り，
3．O mglm ou se， 5．O mglm o u s eを マ ウ ス の 前肢 上 腕
二 頭筋に 1 日 1 回 ， 連続 7日 間投与を お こ な っ た ．
1群 10匹 に て 実験 した ．
こ の結果， 表3に 示す ごとく，滅菌生理 食塩水 を投与し
た対照群 は， 3過 日よ り マ ウス は腫瘍死 し， 6過日で
す べ て腫 瘍死 した ． こ れ に 対 し， 3．O m gノm o us e投与群
で は， 3週目よ り腫瘍死 を認め， 7週目で す べ て腫瘍
死 した． ま た 5．O m gノm o u se投与群 で は ， 4 過日よ り
腫瘍死 を認 めた が ， 7過日で は 1 匹の 生存 がみ られ ，
しか も 背部 に 移植 され た 腫瘍 は消失し， 完全治癒 を示
Fig．2． T he mic e at3rd w e ek afte r administratio n
With etha n ol fr a cio n in Fig．1． P hotogr aph
de m o n str ate s a n obvio u sdiffe re n c ein tu m o r siz e
betw e e nthe c o ntrolgro up a ndthetr e ated gr o up．
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した． 投与量が 3．O m gノm o u se， 5．O m glm o u seと増加
す る に したが っ て マ ウ ス の 生存 日数の 延長が み られ る
も のの ， Ehrlich癌の 固型 癌 に 比較す る と， そ の 活性 は
低 い 値で あ っ た
．
H
． 等電点法に よ る 沈殿分 画 の 抗腫瘍活性
F． 矧 肌滋仇お 肌 K O－31株培養上清液中の エ タ ノ ー ル
分画は， E b dicb 癌の腹水癌 お よ び固型 癌に 対 し， 著し
い 抗腫 瘍特性 を示 し， さら に Sa rc o m a180 の固型癌 に
対 して も抗腫瘍括性が認 め られ た た め， 等電点法に よ
り抗腫瘍物質 の 抽出に よる 精製 を お こ ない ， そ の 抽出
物質に つ い て 検討 した．
本実験に は， 対照群 と して P B SくpH 7．0フ を投与 し
た
． また， マ ウス は 1 群20匹 と し て実験 した
．
1 ． pH 2．0
． u 8．0分画の活性
王C R系， 生後 5退く20旬 22gIの マ ウ ス の 腹腔内に 調
整 し た E hrlich癌細胞の 5．5XlO6c ellslm o u seを移 植
後， 48時間経過後 よ り， 等電点法 に よ り得 られ た抽出
懸濁綬を 0．5mlず つ マ ウス の 腹腔内に ， 1 日 1 回 7日
間連続投与 した ． 30 日間の マ ウ ス の 生存 匹 数 を観察
し， 抗腫瘍活性 を判定 した．
こ の 結果， 表 4に 示 す ごと く， P BS を投与 した対照
群の マ ウ ス は 8 日目よ り腫 瘍死 を認 め， 15日 目で全て
の マ ウ ス は腰瘍死 し， その 平均生存 日数 は 9．9士2．3日
で あ っ た
． pH 2－0 の沈殿 分画投与群 では ， 8 日目よ り
腫 瘍死 を認 め， 対照群の それ と 同 一 であ っ た が， 全て
の マ ウ ス の 腫瘍 死 は 26日目 で あ り， 平均生存 日数は
12．8士5．2 日で あ っ た ． pH 4．0の 沈殿分画投与群で は
12 日目 よ り腰瘍死 を認め ， 対照 群の それ よ り， 腫瘍増
殖の 抑制が み ら れ， その 平均生存 日数は 16．0士3．0 日
で あ っ た ． ま た ， pH 6．0 の 沈殿分画投与群 で は9日目
よ り 腫 瘍 死 を認 め ， 平均生存 日数 は13．5士5．0 日 で
あ っ た ． pH 8．0の 沈殿分画投与群で は， 平 均生存日数
は 6．2士3．3 日で あ っ た
．
ま た， TノC く％1 を求め る と， pH 2．0の 沈殿 分画投
与群で は 129－3％と抗腰瘍活性 は み ら れ な か っ たが，
PH4．0 の 沈殿分画投与群で は 161．6％と著 し い 抗腫 瘍
活性が認 め られ た． ま た， PH 6．0の 沈殿分画投与群に
お い て も 136．4％の 抗腫 瘍悟性 が得 られ た．
以上 の 実験成績 よ り， 等電点法 に お ける 至 適 p王iは
4，0 で あ っ たた め， エ タ ノ ー ル 分画 をた だ ち に 10規定
の 塩 酸 に て pH 4．0 と し， 同様の 実験 を お こ な っ た0 使
用 し た Ehrlich癌細胞 は，4 ．7X lO6c ellsノm o u s eを用 い
Table3． Antitu m o r a ctivity ofetha n ol fr a ctio nprepared fr o mthe cultu r e s uper n at nt of
F n u cleatu m strain K O－3lo n solidtype tum o r of Sar c o m a180c ells l n mic e．
Etha n ol fr a ctio naI Nu mbe rof
くmglm o u s eI mic e u s ed
Nu mber ofsurviviv o r s afte r






































alEa chpr epa r atio n w a sgiv e nintram u s c ularly into m u sc ulusbic epsb7tlnL．hiie v ery dayfo r
7 days afte r s ubc uta n e o u sin o culafio n of6．Ox lO6 c ellsJ血 o u se．
Table 4■ Antitu m or a ctivity ofthe sedim e ntfr a ctio n obtain ed byis o ele ctric alpre clplta－
tio n ofthe culture s upe rn at nt o n a s cite sty petu m o r of E hrlich carcin o ma c ells
ln m lCe．
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alRe ading w aspe rfo r m ed o nthe30th day afterintrape rito n e al inje ctio n of sedim e nt
fr a ctio ninto tu m o r－bea rlng mic e．
F． n u cle atu m の 抗腫瘍活性 に 関す る研究
た．
その 結果 は， 表 5 に 示 す ごと く P B S投与の 対照群
の 平均生存 日数は 10．5士1 ．9 日で あ る の に 対 し て，p王1
4．0 の沈殿 分 画投与群 で は 17．3士5 ．0 日で あ り ， TノC
く％フ で は 164 ．7％と 著 しい 抗腫 瘍活性が再確認さ れ
た
．
2 ． プ ロ ナ ー ゼ 処理 に よ り 抽出 した 物質 T F T．310
の 抗腫 瘍活性
前実験の 等電点法に よ り， pH4．0 で処理 し た沈殿 分
画に 著し い 抗腫 瘍清性 が認 められ た の で ， さ ら に 精製
する た め に プ ロ ナ ー ゼ 処理 し， 抗腫 瘍物質 T F T．310
を作成し， その 抗腫瘍活性に つ い て E hrlich癌 の 腹 水
癌を用 い て実験 を お こ な っ た
．
侶 El甘1ich腹 水癌 へ の 活僅
本実験 に は ， 1群 10匹 の マ ウス を使用 した
．
1CR 系5 退く2rト 22gフの マ ウ ス の 腹腔内に 4．6X lO6
Cellslm o u s eを移植し た． 48時間経過後， T F T－310 を
1．Olngパくg か ら 0 ．tl lm gノ1くg ま で 7段 階 の 投与量 に
分け， 5％ブ ド ウ 糖溶液 に 懸濁し， そ の 0 ．5 nl を1 日
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1 臥 連続 7 日間腹腔内に 注射し， 抗腫瘍活性 を検討
し た．
この 結果， 表 6に 示 す ごと く， 対照群の 全て の マ ウ
ス は11 日目 よ り 16 日目ま で に 腰瘍死 し， そ の 平均生
存 日数 が 13．6士 1．8 日 で あ っ た ． こ れ に 対 し て 0．1
m gノkg か ら 1．O m gノkg ま での投与量 で は， い ずれ も
平均生存日数が延長 し て お り， こ と に 1 ．O m gノkg で は
30 日観察で 1 匹 のマ ウス の生存が み られ， しか も完全
治癒 を認 めた ． TllC く％1 で は， 0．1m glkg，0．3m gJ
kg で は それ ぞれ 138．2％， 131．6％の 抗腫瘍活性 を示
した． また ， 0．5 m glkg で 153．6％， 1．O mgノkg で は
172．0％と著 しい 抗腫瘍活性が認め られ た．
以 上 の 成績 の ご とく ， T F T－310の 投与量が増加す る
に し たが っ て生存 日数が延長す る傾向が認め られ た．
刷 E hrlich 固型 癌 へ の活性
以 上 の 実験成績 よ り T F T－310 は E hrlich癌 の 腹 水
痛に 対し て著明 な抗腫瘍括性 を認め た た め ， Ehrlich
癌の 固型 癌に つ い て 検討した ．
本実験 に は， 1群20 匹の マ ウ ス を使用 した． また，
Table 5－ Antitu m o r a ctivity ofthe pH 4－Osedim e ntfr a ctio n ofthe c utu re s upern ata nto n
a scite sty petu m or of E hrlich c a r cino m a c ellsin mic e．









aJRe ading ァas perfo r m ed o nthe 30th day afterintr aperitone al inje ctio n ofsedim e nt
fra ctio n lntO tu m Or－be arlng mic e．
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先の 実験 で， kg 当た りの 投与壷 を増加す る に した が っ
て TICく％1が高くな る成績で あ っ た た め， kg 当た り
の 投与量 を1．O mgJkg と0．5m gノkg に つ い て検 討 し
た．
ICR系 6退 く25g へ 30gI の マ ウ ス の 背 部皮下 に
4 ．9XlO6c ellslm o u s eを移植後， 48時間経過後 よ り，
T F T－310を 1．Om glkg と 0．5 m glkg の 投 与 量 に な
るよ う に 5％ブ ドウ糖溶液 に 懸濁 し， その 0．2 mlを 1
日 1 回連続 7 日間前肢上腕 二 頭筋 へ 注射 し， 抗腫 瘍活
性 を検討 した ． 対照群に は， 5％ブ ド ウ糖溶液を使用
した ． ま た， こ の 実験経過申 に ， マ ウ ス の 腰瘍重 量 も
同時に 測定 した．
こ の 結果， 表 7 に 示 す ご とく ， 対照群 は， 3過日 よ
り マ ウ ス の 腫瘍死 を認め， 6週日で す べ て の マ ウ ス は
腫 瘍死 した ． こ れ に 対 して， 処置群の 0．5 m gノkg 投与
群の マ ウ ス で は， 対照群と 同 じく 3週目 より マ ウ ス が
腫瘍死 した が， 8週目 で は 2匹 の生存 を認め た． こ の
2匹 のう ち 1 匹 は， マ ウ ス の 背部 に 移植さ れ た腰瘍は
消失 し， 完全治癒 を認め た． ま た 1．Om gノkg投与群で
は 4週目よ り マ ウス の 腫瘍死 を み た
．
8週目で は 8匹
の 生存が認め られ た が， こ の う ち 7匹 の マ ウ ス は背部
に移植さ れ た腫 瘍は 消失 し， 完全治癒が認め られ た ．
図3 は， マ ウス の腰瘍重量 を 5 日間隔で測定 した も
の である が， 対照群 の 腫瘍重量 は， 10 日目で 約 3．3X
lO3m g， 20 日目 で 約 15．9X lO3m g， 30 日 目 で は 約
21．7XlO3m g であ っ た ．
一 方 ， T F T－310 の 0．5 m gJ
，
kg 投与群 の 腫癌重量は，
10 日目で 約 1．9XlO3m g， 20日 日で は約 6．5XlO3mg，
30日目で は約 8．8XlO3m g で あ っ た ． また 1．Om gJkg
投 与群 で は， 10日 日 で 約 1．2XlO3m g， 20 日目 で 約
4．OXlO3m g， 30 日目で は約 7．5XlO3mg で あ っ た ． 対
照 群と処置群 と の 間 に は， 明 らか な有意差が認め られ
た
．
しか も ， 投与量の増加と と も に その 抗腰瘍活性が
強く認 め られ る成績が得 られ た ．
制 Sarc o m a180腹水癌 へ の 活性
以上 の 実験成績 に より ， T F T－310 は E hrlich癌の固
型 癌に 対 し ても 著明 な抗腫 瘍活性 を認め た た め， 次い
で Sa rc o m a180の 腹水癌 に つ し1て検討 し た
．
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D8yS after s． c ． jn o c ulatlo n of Ehrl うch c a r 仁一n ol11d C ells
Fig－3． Antitum or a ctivity of T F T－310e xpr e ssed
by a pe riodic al cha nge of s olid Ehrlich tu m or
W eightin mic e． Cu rv eりり，the growth oftu m or
in u ntre ated c o ntrolニ Cu rv eくAl and く叫， the
tu m o rgro wth in the mic e oftw otr e ated gro ups
With a n intr a m usc ula r administr atio n of T F T．
310，0．5 a ndl．O m gノkg， eVe rydayfo r7 daysfro m
48 hr s after s ubcuta n e o u sino c ulatio n of c a n c er
C ells．
Table 7． Antit um O r a Ctivity of T F T－3100 n SOlidtype tu m e r of Ehrlich c ar cin o m a c ellsin
m lC e
Sedim e ntfr a ctio nal Nu mbe r of
くmglkgン mic e u s ed
Nu mberofsu rviv ors after
3 4 5 6 SkeeW87
1．0
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alEa chprepar atio n w a sgiv e nintra m u s c ularlyinto m w c ul sbic epsbsa n chiie v e ry dayfo r7
days afte r subc utane o u sin o c ulatio n of 4．9x lO
6
c ellsノm o u s e．
F． n u cle atu m の 抗腫瘍活性 に 関す る研究
1 C R系 5 退く20へ 22gうの マ ウス の腹腔内に 6．OXlO6
c ells m o u seを移植し， 48時間経過後 T F T－31 0を 1．O
mglkg か ら0－01mgJ
l
kg ま で の 投与量 に な る よ う に
7段階に 分 け， 5％ブ ド ウ糖溶液に 懸濁 し， そ の 0．5
ml を1 日1 回連続 7 日間腹腔内に 注射 し， 抗腫 瘍活性
を検討し た．
こ の 結果， 表8 に 示 す ごとく ， 対照 群の 平均生存日
数が 12．3士1 ■3 日で あ る の に 対し て， 1．O m gノkg か ら
0，01 m gノkg ま で の投与群 で は い ず れ も 平均生存日数
が延長 し てい た． こ と に 0．5 mglkg， 1 ．O m glkg で 著
しく， 0．5 m glkg で 21－0 日， 1．O mglkg で 23．2日 で
あ っ た ． ま た TノCく％l で は， 0．5 mgノkg で 170．7％，
1．O m gノkg で 188．6％と著 し い 抗腰瘍活性が認 め ら れ
た．
剛 Sa rc o m a180固型 癌 へ の 活性
以上 の 実験成績よ り， T F T－310は Sa rc o m a180の
腹水癌 に 対 し て も著明 な抗腫瘍活性 を認 め た た め，
Sa rc o m a180の 固塾 癌 に つ い て 検討を加 え た． 使用 し
た Sar c o m a180細胞は 1．Ox lO7c ellslm o u s eを用 い ，
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1群 20匹 の マ ウ ス を用 い た ． こ の際， 先の 実験 で 0．5
mglkgと 1 ．O m glkg に 著し い 抗腫瘍活性が認め ら れ
た た め， 本実験 で は 0．5 m gノkg と 1 ．Om glkg に つ い
て 検討 した． また ， 本実験経過中の マ ウス の腫瘍重量
も同時に 測定 した ．
こ の 結果 ， 表9 に 示 す ごと く， 5 ％ブド ウ糖 を投与
した 対照群の マ ウス は 3週目 より腫瘍死を認め ， 6過
日 で す べ て腫 瘍死 し た．
一 方， 0－5 m gノkg 投与群 で は 4週目よ り マ ウ ス の腫
瘍死 を認 めた が， 8週目で は 4匹 の マ ウ ス の生存が み
られ た■ こ れ ら 4 匹の う ち 1 匹 に つ い て は， 背部に 移
植さ れ た膿 瘍ほ消失し， 完全治癒 を認 めた
． ま た 1．O
mgノkg 投与群 で は 6週日よ り マ ウ ス の 腫瘍死 が 認め
ら れ たが ， 8週目で は 8 匹 が生存 して お り， し かも こ
の 8 匹 すべ てが 背部に 移植さ れた 腫瘍 の消失を認め，
完全治癒が示 され た．
図4 は， マ ウス の 腫 瘍重畳 を 5日間隔で測定 した も
の で あ るが ， 対照群 の 腫瘍重畳は ， 10日目 で 約1．3X
lO3m g で あ り， 20日 目で は約19．2XlO3mg，30日目で
Table 8． Antitu m o r a ctivity of T F T－310 0 n a SCite sty pe tu mo r of Sa rc o m a180c ellsin mic e．
















































alRe adingァasperform ed o nthe30th day afterintr aperito n e al inje ctio n ofs edim e nt
fr a ctio n lntOtum Or－be a rlng mice．
Table 9． Antitu m o r a ctivity of T F T－3100 n S Olidtypetu m o r of Sa r c o m a180 c ellsin mice．
Sedim e ntfra ctio nal Nu mber of
くmgノkgl mic e u s ed
Nu mber of su rviv o rs afte r
3 4 5 6 8w e eks
1．0
0．5
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は約 37． 1 XlO3m g で あ っ た ．
こ れ に 対 して， T F T－310の 0．5 mgJ
Ikg 投与群 の マ
ウ ス で は， 10 日目 で約0．4XlO3m g で あ り， 20 日目で
約 4．7XlO3m g， 30 日目 で は約 9．2XlO3m g で あ っ た ．
ま た 1 ．O mgノkg投 与群 の マ ウ ス で は， 10日 目 で 約
0．4XlO3m g であ り， 20 日目 で は約 2．2XlO3m g， 30 日
目で は約3．5XlO3m g であ っ た ．
以上 の 成績よ り ， 対照群 と処置群と の 間に は明ら か
な有意善が認め ら れ， しか も投与量の 増加 と とも に そ
の抗腫瘍活性が強く示 さ れ る成績が得 られ た．
考 察
細胞の 抗癌作用 の研究 は， 1868年 Bu sch に よ っ て
丹毒 に 確患した 肉腫患者の 症状 の 改善 をみ た 報告1引に
始ま り， その 後1893 年に Coley は溶連薗 と霊菌 の混
合培養液であるい わ ゆ る Coley
，
s to xin を考案 し， 実
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nays dft e r s． c． in o c ula tio n of Sa rc o m a180c ells
Fig．4． Antitu m o r a ctivity of T F T－310 e xpr e ssed
by a periodical cha nge of s olid Sa r co m a180
tum or w eightin mic e． Cu r v eく書J，the gr o wth of
tu m orin u ntre ated controlニ Curv eくAl andくPl，
the tu m o rgro wth in the mice of tw o tre ated
gr o ups with a nintr a m u s c ula r administratio n of
T F T－310， ．5 a nd l．O m glkg， e V e rydayfo r7 days
fr o m48 hrs afte r slユbc uta n e o u sin o c ulatio n of
C O n C er Cells．
部
別 扉 肌 加ア 5鹿 肌 痛扉が 1， F 肋ノ0占クCfg7イ祝乃7 戊叩 祝戊 賄
6I
l
計 略坤 椚 椚 －7 仏7I2 ト 2 91， Sわ〆〆o仁一仇てZrS 81， CJos．
ル豪打狛明 1り3 0 削 I， C叩 職 加 油 壷 撒
1 213 21
， 結核菌91， 助 rブg．
g紀51 0 ほ封な ど種 々 の 細 菌に よ る抗癌作 用 の 報告が みら
れ る が ， い ずれ の 場合 も好気性薗に つ い て の 報告が多
数 を占め て い る ．
一 方 ， グ ラ ム 陰性嫌気性梓菌に つ しユ ての 抗腫 瘍性に
関す る研究 は皆無 で あ る．
本実験 で は， グ ラ ム 陰性嫌気性梓菌 で あ る 尺 7相 打
g戊わf 乃7 E O－31件の 抗腫 瘍物質の 抽出 を マ ウ ス を使用
して in －Vivo の 実験で 検討 した ．
従来よ り グ ラム 陰性菌に 認め ら れ る抗腰 揚物質は，
一 般的に L P S とさ れ て お り34l， そ の L P Sの 分 離． 抽出
法 に は ， 従来 よ り フ ェ ノ ー ル ． 水抽出法3 5句 頼 ， トリク
ロ ル 酢酸法くBoivin 法う4 ト 刷 ， E D T A抽出法45
． 4 71
， 有
機溶媒に よ る抽出法 欄 な どが広 く使用 さ れ て い る ． こ
れ らの う ち ， フ ェ ノ ー ル ． 水抽出法， ト リ ク ロ ル 酢酸
法， E D T A抽出法 はい ずれ も主と して 菌体 を処理 する
こ と に より抗腫 瘍物質の 分離 をお こ な っ て い る ． しか
し， 君 邦子化 ．払油 川佗 KO．31の 場合， 抗腫瘍活性は菌体
成分 に は ほと ん ど認め ら れ ず， 培養上 清液中に 認めら
れ たた め ， 本実験 で は溶媒沈殿法， こ と に 有機溶媒法
を利用 す る こ と に よ り， 抗腫 瘍物質の 抽出を施行し た．
沈殿作用 をも つ 有機溶殊 に は， アセ トン ， エ タ ノ ー
ル ， メ タ ノ ー ル な どが存在す る が ， アセ ト ン ， メ タ ノ ー
ル は蛋 白質類， 糖脂質類 な どを 沈殿 さ せ る の に エ タ
ノ ー ル よ り も高濃度が 必 要な こ と， さ らに ア セ ト ン は
脂質 を可溶化 して 蛋白質類 を沈殿 さ せ るた め， 本実験
で は不向き で あ ると 考え， エ タ ノ ー ル を使用 し た 欄 ．
一 般に ， 有機溶媒と して の エ タ ノ ー ル 抽出法は， 蛋
白質額な ど を沈殿さ せ る作用 が 強く ， 40％程度で ほと
ん ど蛋白質類を沈殿す る と され てい る． し か しな がら，
pH， イ オ ン 強度， 濃度な どに よ り影響をう ける た め，
本実験 で は， 40％， 60％， 80％ の エ タ ノ ー ル 濃度に 分
け て 検討 し た． こ の結果， 40％， 80％ エ タ ノ ー ル 濃度
で 抗腫瘍活性 を示 さず， 60％ エ タ ノ ー ル 濃度に よ りそ
の 沈殿物 に 著 し い 抗腫瘍活性を 示 し た ため ， 抽出法に
使用 す る エ タ ノ ー ル の 添加濃度 は ， 60％が 最適で ある
と 決定 した．
こ の よ う に し て 得 ら れ た 60％ エ タ ノ ー ル 分画 を
Ebrlicb 癌の 腹水癌に 作用 さ せ た と こ ろ， 著 し い 抗腫
瘍活性が認め られ た． ま た， E hrlich痛 の 固型 癌に 作用
さ せ た と こ ろ ， 腫 瘍形成に 対す る抑制作用 が み ら れ，
マ ウ ス の 生 存日数 の 延 長が 明 ら か に 認め ら れ た． ま た，
固型癌の 実験で ， 背部 に 移植 さ れ た腫 瘍は完全 に 消失
し， 完 全 治 癒 の マ ウ ス も 認 め た． こ の こ と は， F．
椚 鋸南剖厄 研 K O－31株の 培養上 清液中 に 存在 し た抗腫
F． n u cle atu m の 抗腫瘍活性に 関す る研究
瘍活性 が 60％ エ タ ノ ー ル 処理 に よ り ほ ぼ 完全に そ の
沈殿物質中に 集積さ れ て い る こ と を示 し て い る．
さ ら に ， こ の エ タ ノ ー ル 分画 を等電点法 に よ り， そ
の抗腰瘍物質の 純化 をお こ な っ た 欄 ．
等電点法 を応用 した 蛋 白質の 抽出方法 と して ， 古く
か ら Clo stridiu mbotulin u mの 外毒素の 抽出法が知 ら
れて い る ． Snipe ら
5 O1 511は Cl
．
botulinum の 培養液 に 塩
酸を加 え， pH を 3．0へ 4 ．0 に す る こ と で A 型の 毒素
を抽出し た． ま た ， La m a n n aら521は段階的に pH を変
化させ ， B 型の 毒素を抽出 し， Ca rdella ら5 3則 は C 至軌
D 型の 毒素を抽出し た． こ れ らの 報告は， い ず れ も グ
ラム 陽性薗 で あ る Cノ． 占0ね 伽 7 仰 に つ い て で あ っ た
が， 本菌に 対 して も応用 で き る と考え 等電点法 を用 い
て実験 した． こ の 際， Bro nfe nbr e n n erら551は ボ トリ ヌ
ス 毒素は 酸に 対 して安定 で あ るが ， ア ル カ リ に 対 して
は不安定で ある と 述べ てい る た め， 本実験 で は 10規定
の 塩酸 を用 い ， 主 と し て pH を酸性 に し て実験を お こ
な っ た ．
一 般 に ， 等電点法を応用 す る場合は ， 塩 類の 添加に
よ っ て蛋白質の 等電点 は酸性に 傾く が ， こ れ は陰イ オ
ン が陽イ オ ン よ り も 蛋 白質 に 結合 し や す い た め で あ
る． ま た本法は， M－一 般 に 溶解度 の 比較的小 さ い タ ン パ
ク質な どの 分別 に 対し て用 い ら れ， しか も 共存す る塩
類の 濃度 を低く しな け れ ば目的を達成さ れ な い 場合が
多い5 6I． 本案鹸の 場合， f二払 肌滋矧 払朋 KO．31株 を T F
培地で 培養 して い る た め， T F培地中の NaClを 始め
と して数種類の ， しか もわ ず か の 濃度の 塩類が添加さ
れ て い る ． ま た T F培地 で 培養す る量 か ら比較 す ると ，
エ タ ノ ー ル 分画で得ら れ る沈殿物質量 も わ ずか で ある
こ とか ら， 前述 の 条件 を満 たす状態 で あ っ た ． 実際の
pH の 調整は ， 溶液の 局 所的な pH の 急激 な変勤 を避
ける 意味 で 1ハ5 Mの リ ン 酸緩衝液を使用 し， 10規定
の塩 酸を用 い て pB の 調整 をお こ な っ た ．
こ の よ う に し て得 ら れ た p王14．0の 沈殿 分画に お い
て， TノC く％1で 161 ．6 ％ と著 し い 抗腫瘍活性が得られ ，
ま た pH6．0 の沈殿 分画に つ し－ て も 136，4％と抗 腫 瘍
活性が得ら れ た． こ の た め至 適 pH を 4．U と し たが ，
pH6．0 に お い て も抗腫 瘍活性 を認め た た め ， pH を
一
度に 4 ．0 まで下 げ 同様の 実験 をお こ な っ た ． その 結果
は， T ノCく％コで 164 ．7％ と 前回 を 上回 る著 し い 抗腫 瘍
活性が 認 め られ た
．
こ の 成績 は， 当初培養上浦液中に
存在 した抗腫 瘍物質が ， エ タ ノ ー ル 処理 お よ び等電点
法に よ っ て何ら 失なわ れ る こ と なく抽出さ れ た こ と を
意味する と考 えた．
F 乃 鋸 南 め 仰 K O－31培養上 清液中の 抗腫 瘍活性は，
熱に 対 して 安定 で あ る こ と を証明 した5 71． こ の た め， 培
養上清液中に 存在す る抗腫 瘍物質の 本体 は蛋白質で な
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く ， 他の 物質 で あ ろう と推測し た． こ の た め， 等電点
法に よ っ て得 られ た物質中の 余剰の 蛋白質を除去す る
目的で ， 蛋白分 解酵素を使用 し た．
プ ロ ナ ー ゼ に よ る 除蛋白効果 は， ノJl谷 ら5 8I， Ro m e o
ら5 91に よ り高 い 除蛋 白効果が報告され て い る た め， 本
実験 で は プ ロ ナ ー ゼ を使用 して除蛋白 をお こ な っ た ．
等電点法に よ り得ら れ た物質中に は， 余剰の 蛋 白質
の 他に 核酸や糖蛋白， リ ボ多糖類 な どが含有され る と
考 えられ る ． こ の た め， まず プロ ナ ー ゼ処理 し， 余剰
の 蛋白質の 除去を お こ な っ た ． そ の 後核酸の除去 をお
こな っ た ．
一 般的に 核酸の 除去は ， 高速遠心 を数回く り返 す と
大部分は除去さ れ る とさ れ て い る3 6I． ま た， セ タ ブ ロ ン
法3即 や ゲ ル 炉過法6 0－ 621も 核酸の 除去 ． 分離 に 用い られ
るが ， か な り手数が か か る 欠点が ある ． この た め， 本
実験 で はイ オ ン 交換樹脂くcl イ オン型1を使用 し 瑚 ， 核
酸の 除去を お こ な っ た ．
遊離核酸の 除去に あ た っ て は， Cohn に よ る強陰イ
オ ン 交換樹脂 は と して Do w e xい に よ る核酸の 分離
法を利用 し た 佃 ． cl型を用 い る 方法で は， 分離能力は不
足 す ると さ れ るが 瑚 ， 核酸 を除去 する 目的に は十分 で
あ る と考 え， 本法 を使用 した．
さ らに 核酸 の 除去後， Rubio ら6別 の 報告 をも と に し
て， 脱 塩と濃縮 を目的と して ， 限外炉過 をお こな っ た ．
こ の よ う に し て 得 ら れ た 物質 T F T－310 を E hrlich
癌の 腹水癌， 固型癌 さら に Sa r com a180の 腹水癌， 固
型癌 に 投与 した と こ ろ， 著 しい 抗腫瘍晴性を示 し， し
か も 完全治癒 の マ ウス も認 められ た ． この よう に ，，書
跡 此庖肋 旭川 K O－31株 の 培養上 清液中に 存在 し た抗腫
瘍物質は， T F T－310中に 完全に 抽出され， しか も精製
さ れ た成績で あ っ た ．
こ れ ら の 実験方法 に よ り F 列伽 沌 加 ゎ乃 K O－31 株の
培養上浦液中に 存在 した抗腫 瘍物質の 抽出 ． 精製 は可
能 に な っ たが ， こ の 抗腫瘍物質の 作用 機序 に つ い て は，
まだ 知ら れ て い な い ． 今後実験 を す すめ て， そ の 作用
機序の 検索が 必 要で あろ う．
結 論
口 腔内よ り 分離し た嫌気性梓菌 ダ． 椚 佑 払油 川7 K Ot
31株の 培 養上 浦液中に 存在 し た 抗腫瘍物質を抽出 し，
マ ウ ス を使用 し たin ，Viv oの 実験 に よ りそ の 抽 出物の
抗腫 瘍活性を証 明 し， 次の 結果 を得た．
廿I fl椚 狛 k 雨 脚 K O－31株の 培養上 浦液 を 60％ エ
タ ノ ー ル 処理 す る こ と に よ り得 られ た エ タ ノ ー ル 分画
は， Ehrlich癌 の 腹水癌， 固型癌 お よ び Sa rc o m a180
の 固 型癌 に対 し て 著 しい 抗腫瘍活性 を示 した．
刷 等電点法を応用 した処理 に て エ タ ノ ー ル 分画を
326
pH 4．0 に調整 し， 得 られ た pH 4．0沈殿分画を Ehrlich
癌の腹水痛に作用 さ せ た と こ ろ， 著 し い 抗腰瘍活性が
得 られ た．
刷 pH 4．0沈殿分画 を蛋白分解酵素くプ ロ ナ ー ゼう
で 処 理 し， 核 酸 の 除去 を お こ な っ て 得 ら れ た 物質
くT F T－3101に 対 して， Ehr－1ich の 腹水癌， 固型 癌お よ
び Sa rc o m a180 の腹水癌， 固型癌 を作用 さ せ た と こ
ろ， 著 しい 抗腫瘍活性が得 られ た．
稿 を終 え る に 臨 み， 終 始 御懇 篤 な る 御 指導 と 御校 閲 を
賜 っ た恩師玉 井健三 教授 に深甚 の謝 意を表しま す． また ， 本
研究の 遂行に あた り常 に 御協力 を賜 っ た各 教室 貞の 皆様 に
深く感謝致 します
．
なお ， 本論文 の 要旨は， 第 1 1臥 第 13回嫌気性菌研究 会
く1981年 ， 19 83年 ， 東京コ お よ び第 18回， 第 19回日本細
菌学会中部地方会 く1981年， 金 沢， 1 98 2年， 名古 屋1 で発
表した．
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